
「地獄温泉ミュージアム」は、50年の歳月をかけて温泉が生まれるまでの旅を追体験し、別府鉄輪が“地獄”と呼ばれた歴史と地獄が恵みへと昇華していくプロセスを紐解いていくアカデミック・エンターテインメント施設。

水まわりの特長
建物の特徴
大分県別府市の「鉄輪・亀川の地獄群」は、8世紀初頭、豊後風土記に記せられるように、古より噴気・熱泥・熱湯などが噴出していた地。かつては人 よ々り“地獄”と称せられたように、今でも鉄輪では温泉噴出口を“地獄”と呼んでいる。そのひとつに数えられ、2009（平成21）年に閉館した「金龍地獄」の跡地に、2022（令和4）年12月に、”地獄”を再定議する思いを込めて、「地獄温泉ミュージアム」がオープンした。天から降った雨水が温泉水になるまでの地中の旅を来場者自身が追体験し、「地獄は温泉が自然の恵みであることの象徴である」という事を楽しみながら学べるアカデミック・エンターテインメント施設。別府鉄輪が育んできた温泉の歴史と文化を国内外に発信し、別府観光を後押する起爆剤となっている。

トイレの特長
施設に訪れた方が利用しやすいよう、エントランス奥の通路沿いに設けられたトイレ。男女トイレに加えバリアフリートイレ、性別問わず利用できる男女共用の個室完結型のだれでもトイレを設置し、多様な利用者をおもてなしできるよう配慮されている。内装インテリアは男女を分けず、“地獄”を想起させるような柄にこだわって統一されている。水栓や衛生器具は、節水商品を選定。また衛生面に配慮し、しっかりと手を乾かせるクリーンドライ（ハンドドライヤー）を採用。手洗後の動線に考慮して水垂れがないよう洗面器の間に設置している。大便器は、連続洗浄可能で混雑緩和に寄与し節水効果のある、パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式を採用している。

男女トイレやバリアフリートイレのほかに、性的マイノリティの方やお子様連れなど多様な利用者に配慮して、性別を問わずに利用ができる、だれでもトイレを設置している。

建築概要
名称	 別府鉄輪	地獄温泉ミュージアム
所在地	 大分県別府市鉄輪321-1
施主	 株式会社	Dots	and	L	
建築設計	 岡田祐介建築設計事務所
内装設計	 株式会社丹青社
施工	 建築　長幸建設株式会社
	 内装　株式会社丹青社
竣工年月	 2022年12月
敷地面積	 1821.62㎡
建築面積	 677.11㎡
延床面積	 892.15㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造・地上2階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS498B	
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5524AU	
棚付二連紙巻器：YH702／チャームボックス（汚物入れ）：YKB104
自動洗浄小便器：UFS900R／ハイドロセラ・フロアPU：AB690系	
壁掛ハイバック洗面器：LSA125AA／クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC420W	
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADAK21L1A1ASN2WA
ベビーシート：YKA25S／ベビーチェア：YKA15S／フィッティングボード：YKA41R
フック：YKH22／化粧鏡：YM3580AC

洗面コーナーには、壁掛ハイバック洗面器を採用。手洗い後の水垂れに配慮して、洗面器の間にクリーンドライ（ハンドドライヤー）を設置。また、お子様との利用を考慮して、ひろびろブースを1ヶ所設けている。荷物配慮として小便器横にフックを設置。さらに多様な利用者への配慮として、1ヶ所に小便器用手すりを取り付けている。小便器の足元には、尿の飛散によるにおいや汚れを軽減するハイドロセラ・フロアPUを採用。トイレは“地獄”を想起させるような柄で統一された内装。トイレのサインも赤や青といった一般的な原色ではなく朱色と緑を採用など、視認性を高め、わかりやすさに配慮している。

館内は、木目調の内装で開放感にあふれた和モダンな空間。エントランスの大きな窓からは、中庭となる「温泉湯けむり庭園」を一望できる。また、ゆっくりと楽しめるカフェが併設されている。

乳幼児連れに配慮して、家族で利用できる授乳室を2Fに設置。ソファとおむつ交換シート、ごみ箱を兼用した荷物置きの棚が完備され、鍵は幼児の手の届かない高さに設置されている。車いす使用者やオストメイト、お子様連れなどに対応できる設備を完備したバリアフリートイレ。内装は、すべてのトイレで、統一感を持たせている。性的マイノリティの方など、多様な利用者に配慮した個室完結型で、男女共用のだれでもトイレを1ヶ所設置。またベビーチェアを備え、お子様連れにも配慮した空間となっている。

「空からの贈りもの」「50年もの地中の旅」「人や文化との出会い」「今、そして未来へ」の4シーンで構成されるミュージアム。温泉が生まれるまでの旅を体験、そして別府鉄輪が“地獄”と呼ばれた歴史や未来が学べる。

別府鉄輪 	地獄温泉ミュージアム
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別府鉄輪 	地獄温泉ミュージアム

ミュージアム 「空からの贈りもの」「50年もの地中
の旅」「人や文化との出会い」「今、そ
して未来へ」の4シーンで構成される
ミュージアム。温泉が生まれるまでの
旅を体験、そして別府鉄輪が“地獄”と
呼ばれた歴史や未来が学べる。

だれでもトイレ 性的マイノリティの方など、多様な利
用者に配慮した個室完結型で、男女
共用のだれでもトイレを1ヶ所設置。ま
たベビーチェアを備え、お子様連れに
も配慮した空間となっている。

バリアフリートイレ 車いす使用者やオストメイト、お子様
連れなどに対応できる設備を完備し
たバリアフリートイレ。内装は、すべての
トイレで、統一感を持たせている。

授乳室 乳幼児連れに配慮して、家族で利用
できる授乳室を2Fに設置。ソファとお
むつ交換シート、ごみ箱を兼用した荷
物置きの棚が完備され、鍵は幼児の
手の届かない高さに設置されている。

内観 館内は、木目調の内装で開放感にあ
ふれた和モダンな空間。エントランスの
大きな窓からは、中庭となる「温泉湯
けむり庭園」を一望できる。また、ゆっく
りと楽しめるカフェが併設されている。

トイレ入口 トイレは“地獄”を想起させるような柄で
統一された内装。トイレのサインも赤や
青といった一般的な原色ではなく朱色
と緑を採用など、視認性を高め、わか
りやすさに配慮している。

男性トイレ 荷物配慮として小便器横にフックを設
置。さらに多様な利用者への配慮とし
て、1ヶ所に小便器用手すりを取り付
けている。小便器の足元には、尿の飛
散によるにおいや汚れを軽減するハイ
ドロセラ・フロアPUを採用。

女性トイレ 洗面コーナーには、壁掛ハイバック洗
面器を採用。手洗い後の水垂れに
配慮して、洗面器の間にクリーンドライ
（ハンドドライヤー）を設置。また、お子
様との利用を考慮して、ひろびろブー
スを1ヶ所設けている。 建築概要
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トイレ図面
男女トイレやバリアフリートイレのほかに、性的マイノリティの方やお子様連れなど
多様な利用者に配慮して、性別を問わずに利用ができる、だれでもトイレを設置し
ている。

水まわりの特長
建物の特徴
大分県別府市の「鉄輪・亀川の地獄群」は、8世紀初頭、豊後風土記に記せられ
るように、古より噴気・熱泥・熱湯などが噴出していた地。かつては人 よ々り“地獄”と
称せられたように、今でも鉄輪では温泉噴出口を“地獄”と呼んでいる。そのひとつ
に数えられ、2009（平成21）年に閉館した「金龍地獄」の跡地に、2022（令和4）年
12月に、”地獄”を再定議する思いを込めて、「地獄温泉ミュージアム」がオープンし
た。天から降った雨水が温泉水になるまでの地中の旅を来場者自身が追体験し、
「地獄は温泉が自然の恵みであることの象徴である」という事を楽しみながら学
べるアカデミック・エンターテインメント施設。別府鉄輪が育んできた温泉の歴史と
文化を国内外に発信し、別府観光を後押する起爆剤となっている。

トイレの特長
施設に訪れた方が利用しやすいよう、エントランス奥の通路沿いに設けられたトイ
レ。男女トイレに加えバリアフリートイレ、性別問わず利用できる男女共用の個室完
結型のだれでもトイレを設置し、多様な利用者をおもてなしできるよう配慮されてい
る。内装インテリアは男女を分けず、“地獄”を想起させるような柄にこだわって統一
されている。水栓や衛生器具は、節水商品を選定。また衛生面に配慮し、しっかり
と手を乾かせるクリーンドライ（ハンドドライヤー）を採用。手洗後の動線に考慮して
水垂れがないよう洗面器の間に設置している。大便器は、連続洗浄可能で混雑
緩和に寄与し節水効果のある、パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式を採用
している。

外観 「地獄温泉ミュージアム」は、50年の歳
月をかけて温泉が生まれるまでの旅を
追体験し、別府鉄輪が“地獄”と呼ば
れた歴史と地獄が恵みへと昇華して
いくプロセスを紐解いていくアカデミッ
ク・エンターテインメント施設。
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